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ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
岸
町

地
区
に
お
け
る
浸
水
被
害
の

軽
減
に
つ
な
が
る
対
策
を
検

討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
道
路
冠
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
排
水
先
と
な
る
水
路
等

の
整
備
や
ポ
ン
プ
に
よ
る
排

水
な
ど
が
必
要
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
対
策
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
河
川
等
の
各
管
理
者

と
連
携
し
検
討
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

質問
内
水
被
害
の
軽
減

り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
状

況
も
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
中

で
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

と
し
て
子
育
て
世
帯
に
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

こ
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
は
、

重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
ど
も
医
療
費

の
対
象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
こ
ど
も
医
療
費
支
給
拡
充

多
い
こ
と
か
ら
、
市
街
化
区

域
、
市
街
化
調
整
区
域
に
か

か
わ
ら
ず
、
優
先
的
に
整
備

す
る
計
画
は
な
い
が
、
今
後
、

西
武
鉄
道
と
の
協
議
状
況
や

地
域
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、

整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質問
増
形
産
業
団
地
　
諸
課
題

画
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
っ
た
、

市
内
外
の
人
た
ち
が
感
じ
る

本
市
の
魅
力
の
発
信
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
さ

ら
な
る
活
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
な
お
、
チ
ラ
シ
等
の
作

成
・
配
布
で
Ｐ
Ｒ
を
行
う
際

に
は
、
よ
り
目
に
つ
き
関
心

を
引
く
媒
体
と
な
る
よ
う
、

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質問
川
越
の
魅
力

■問問
近
年
の
豪
雨
で
は
道
路
冠

水
や
床
上
床
下
浸
水
等
の
内

水
被
害
が
市
内
全
域
で
発
生

し
て
い
る
。
ま
ず
は
家
屋
浸

水
被
害
地
域
へ
の
対
策
を
優

先
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
上
下
水
道
局
長
※
　
市
内

の
４
地
区
を
重
点
対
策
地
区

と
位
置
付
け
、
寺
尾
地
区
の

雨
水
下
水
道
の
負
荷
を
軽
減

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
雨

水
貯
留
施
設
等
の
整
備
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■問問
経
済
的
負
担
が
大
き
い
高

校
生
等
を
持
つ
家
庭
の
負
担

軽
減
や
子
育
て
支
援
の
た
め
、

18
歳
ま
で
入
院
医
療
費
の
無

償
化
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答
栗
原
副
市
長
　
こ
ど
も
医

療
費
は
、
子
ど
も
の
保
健
の

向
上
と
児
童
福
祉
の
増
進
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
制

度
も
順
次
拡
大
し
て
き
た
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
待

機
児
童
対
策
に
積
極
的
に
取

■問問
大
東
地
域
の
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
に
鑑
み
る
と
旧
安
比

奈
線
鉄
道
敷
を
道
路
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
街
化
区

域
内
を
優
先
し
て
進
め
て
い

く
考
え
は
な
い
の
か
？

答
建
設
部
長
　
鉄
道
敷
の
う

ち
、
市
街
化
区
域
内
の
区
間

は
、
国
道
16
号
か
ら
赤
間
川

ま
で
の
約
０
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
は
、
鉄
道
敷
活

用
に
関
す
る
不
確
定
事
項
も

■問問
川
越
の
魅
力
を
効
果
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
本
市
に
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
秘
書
広
報
監
　
具
体
的
に

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特

設
サ
イ
ト
等
の
構
築
を
は
じ

め
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
フ
ォ

ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
Ｐ
Ｒ
動

幸
福
・
魅
力
度
一
位
　
川
越
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ィ
ア
、
趣
味
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
情
報
提
供
は
意

義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

　
今
後
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
情
報
が
、
一
元
的
に
提

供
で
き
る
効
果
的
な
仕
組
み

や
特
定
の
年
代
に
宛
て
た
案

内
な
ど
、
他
市
の
先
進
事
例

の
研
究
と
と
も
に
、
関
係
部

署
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

質問
川
越
都
民
（
パ
ー
ト
２
）

制
度
を
適
切
に
運
用
す
る
こ

と
は
発
注
者
の
責
務
と
し
て

大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

受
注
者
が
ス
ラ
イ
ド
制
度
を

活
用
し
や
す
い
環
境
と
な
る

よ
う
丁
寧
な
説
明
に
努
め
、

業
務
委
託
等
に
つ
い
て
は
、

工
事
と
同
様
の
制
度
の
導
入

の
可
否
に
つ
い
て
、
調
査
、

検
討
し
て
い
く
。

質問
摂
食
障
害
の
方
へ
の
支
援

質問
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

■問問
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等

の
情
報
収
集
と
一
元
管
理
を

推
進
し
、
定
年
前
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
が
川
越
都
民
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
市

外
に
勤
務
す
る
な
ど
、
退
職

す
る
ま
で
あ
ま
り
地
域
と
関

わ
り
の
な
か
っ
た
人
々
が
、

安
心
し
て
市
民
生
活
を
送
る

に
は
、
生
涯
学
習
や
地
域
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ

■問問
ご
み
回
収
業
務
委
託
や
公

共
工
事
で
、
燃
料
や
資
材
等

高
騰
分
を
反
映
さ
せ
る
な
ど
、

物
価
高
騰
で
受
注
者
に
負
担

が
な
い
よ
う
に
対
応
す
べ
き

だ
が
、
市
の
考
え
は
。

答
栗
原
副
市
長
※
　
工
事
の

請
負
契
約
締
結
後
、
賃
金
水

準
や
物
価
水
準
の
変
動
に
よ

り
請
負
代
金
額
が
著
し
く
不

適
当
と
な
っ
た
場
合
に
、
請

負
代
金
額
の
変
更
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
ス
ラ
イ
ド

定
年
前
の
サ
ー
ク
ル
活
動
情
報
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